
１ ０ 月定例市長記者会見案件（ ２ ３ 日開催）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〈 添付資料〉  

① 東消防署蔵王温泉出張所移転建替に伴う 開所式の開催について  （（ 消） 警防課） 

② 令和８ 年度「 第８ ８ 回全国都市問題会議」 の開催決定について  （ 企画調整課）  

③ 「 令和７ 年度（ 第６ ２ 回） 三浦記念賞」 受賞者の決定について（ ブラ ンド 戦略課）  

④ 山形市伝統的工芸産業後継者育成対策プ ロ ジェ ク ト ガバメ ン ト ク ラ ウド フ ァ ン デ

ィ ング（ Ｇ Ｃ Ｆ ） の実施について              （ ブラ ンド 戦略課） 

⑤ 令和７ 年度( 第５ ２ 回) 山形市伝統的工芸産業技術功労者褒賞について 

   （ ブラ ンド 戦略課）  

⑥ 令和７ 年度（ 第５ ４ 回） 山形市技能功労者褒賞について   （ 働き やすさ 追求室） 

⑦ 「 やまがた検定～the f i nal ～」 の実施について       （ ブラ ンド 戦略課） 

⑧ 「 ＃推し メ ンやまがた」 デジタ ルスタ ンプラ リ ーの開催について 

  （ ブラ ンド 戦略課）  

⑨ おやこ より そいチャ ッ ト やまがた「 やまがたウィ ンタ ーデー シェ アスマイ ル」  

の開催について                    （ こ ども 家庭センタ ー） 

⑩ 台南市への訪問団派遣について             （ イ ンバウンド 推進室） 

〈 資料のみ〉  

・ やまがた・ マイ スク ール応援寄附事業における新し いウェ ブ受付窓口の 

開設について                        （（ 教）教育企画課） 

・ 省エネ高効率設備導入事業費補助金（ 令和７ 年度第２ 弾） の実施について（ 環境課） 

・ 第７ ５ 回山形市植樹祭の中止について              （ 森林整備課） 

次 回  １ １ 月定例記者会見      １ １ 月２ ０ 日（ 木） １ ４ ： ０ ０ ～ 

次々回  １ ２ 月定例記者会見      １ ２ 月２ ２ 日（ 月） １ ４ ： ０ ０ ～ 

① 東消防署蔵王温泉出張所移転建替に伴う 開所式の開催について  （（ 消） 警防課） 

② 令和８ 年度「 第８ ８ 回全国都市問題会議」 の開催決定について   （ 企画調整課） 

③ 「 令和７ 年度（ 第６ ２ 回） 三浦記念賞」 受賞者の決定について （ ブラ ンド 戦略課） 

④ 山形市伝統的工芸産業後継者育成対策プ ロ ジェ ク ト ガバメ ン ト ク ラ ウド フ ァ ン デ

ィ ング（ Ｇ Ｃ Ｆ ） の実施について              （ ブラ ンド 戦略課） 

⑤ 令和７ 年度( 第５ ２ 回) 山形市伝統的工芸産業技術功労者褒賞について 

   （ ブラ ンド 戦略課）  

⑥ 令和７ 年度（ 第５ ４ 回） 山形市技能功労者褒賞について   （ 働き やすさ 追求室） 

⑦ 「 やまがた検定～t he f i nal ～」 の実施について       （ ブラ ンド 戦略課）  

⑧ 「 ＃推し メ ンやまがた」 デジタ ルスタ ンプラ リ ーの開催について 

  （ ブラ ンド 戦略課）  

⑨ おやこ よ り そいチャ ッ ト やまがた「 やまがたウィ ンタ ーデー シェ アスマイ ル」  

の開催について                    （ こ ども 家庭センタ ー）  

⑩ 台南市への訪問団派遣について             （ イ ンバウンド 推進室）  
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令和８ 年度「 第８ ８ 回全国都市問題会議」 の開催決定について  

 

こ のたび、 山形市にて、 令和８ 年度「 第８ ８ 回全国都市問題会議」 が開催さ れるこ と が、 令

和７ 年１ ０ 月９ 日（ 木） ～１ ０ 日（ 金） にかけて宇都宮市で開催さ れた「 第８ ７ 回全国都市問

題会議」 内で、 発表さ れまし た。  

本会議は、 全国の市・ 特別区の首長を はじ めと し た自治体関係者や学者等が一堂に会し 、

都市問題や地方自治について議論を行う も ので、 山形県内においては、 初開催と なり ます。  

会議のテーマや講師等は今後決定いたし ますが、 山形市の魅力や政策を全国に発信でき る

大変貴重な場と なり ます。  

 

１  会議概要 

  都市の抱える問題や行政課題の解決に向け、 全国の市長、 特別区長、 議員をはじ め、 自

治体関係者と 学者、 研究者が一堂に会し 、 理論と 実務の両面から 、 都市問題や地方自治に

ついて討議する会議で、 毎年、 全国各地の市で開催さ れています。  

 

２  開催日時 

令和８ 年１ ０ 月８ 日（ 木） ～９ 日（ 金）  

 

３  開催場所 

やまぎん県民ホール（ 山形県山形市双葉町１ 丁目２ −３ ８ ）  

 

４  内  容 

【 １ 日目】    開会式・ 基調講演・ 主報告・ 昼食・ 一般報告 

  【 ２ 日目】  パネルディ スカ ッ ショ ン・ 行政視察・ 閉会式  など 

 

５  主  催 

全国市長会／( 公財) 後藤・ 安田記念東京都市研究所／( 公財) 日本都市センタ ー／山形市 

 

６  参加者（ 見込）  

地方自治体関係者（ 全国の市長・ 特別区長、 議員等）、 学者・ 研究者等 約１ ， ８ ０ ０ 人 

＜内訳＞ 

首長： 約２ ５ ０ 人 議員： 約１ ， ０ ０ ０ 人 その他関係者： 約５ ５ ０ 人 

 

７  近年の開催市及びテーマ名 

年 度 回 数 開催市 テーマ 

令和４ 年度 第８ ４ 回 長 崎 県 長 崎 市 
個性を活かし て『 選ばれる』 まちづく り  

～何度も 訪れたい場所になる ために～ 

令和５ 年度 第８ ５ 回 青 森 県 八 戸 市 文化芸術・ スポーツが生み出す都市の魅力と 発展 

令和６ 年度 第８ ６ 回 兵 庫 県 姫 路 市 
健康づく り と まちづく り  

～市民の一生に寄り 添う 都市政策～ 

令和７ 年度 第８ ７ 回 栃木県宇都宮市 
成熟社会の都市のかたち 

～コ ンパク ト で持続可能なまちづく り ～ 

   

問い合わせ先 

企画調整部企画調整課プロジェクト推進係 

℡０２３－６４１－１２１２ 内２２２ 
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「 令和７ 年度（ 第６ ２ 回） 三浦記念賞」 受賞者の決定について 

 

公益財団法人三浦新七博士記念会では、 山形市の産業経済の発展を 図る ため、 山形市

の産業経済の向上に功績があっ た個人又は団体に対し て、その功績を称え「 三浦記念賞」

を授与し ています。 同賞は、 昭和３ ８ 年度にはじ まり 、 昨年度までに１ ０ ４ 個人、 ６ ０ 団

体が受賞さ れています。  

今年度は、 選考の結果、 以下のと おり 受賞者を決定し 、 １ ２ 月１ ７ 日（ 水） に表彰式を

執り 行います。  

 

１  受賞者（ ２ 個人） ※受賞理由等は２ ページ目を 参照 

 ⑴ 玉 手 英 利  国立大学法人山形大学 学長 

 ⑵ 山 口 盛 雄  山形信用金庫 理事長 

 

２  表彰式 

 ⑴ 日 時 令和７ 年１ ２ 月１ ７ 日（ 水） 午後５ 時から  

 ⑵ 場   所 山形グラ ンド ホテル 

 ⑶ 出席予定者 今年度の受賞者、過去５ 年間の受賞者、山形県知事、山形市議会議長、

市議会産業文教委員長及び産業文教委員、 公益財団法人三浦新七博士  

記念会役員、 三浦記念賞選考審査員 

 ⑷ 主 な 内 容 代表理事による式辞、 賞状及び記念品の授与、 受賞者の謝辞 など 

 

３  公益財団法人三浦新七博士記念会（ 代表理事： 佐藤孝弘）  

故三浦新七博士が生前、 念願し てやまなかっ た山形市の産業経済の発展を 図るため、

産業経済の向上に功績があっ た個人又は団体に対する「 三浦記念賞」 の授与、商工業振興

に関する調査研究、 講演会の開催等の事業を 行い、 も っ て本市の産業経済の発展に寄与

するこ と を 目的と し 、 設立。  

三浦新七…法学博士で文明史家。 両羽銀行（ 現山形銀行） 頭取、 東京商科大学長、 日銀

参与などを歴任し 、 山形市の産業経済の発展に寄与し た。  

 

４  選考基準 

 ⑴ 発明、 発見その他の開発研究によ り 、 本市産業経済の発展向上に顕著な功績を 上げ

たも のであるこ と 。  

 ⑵ 商工業団体の育成強化に寄与し 、 又は商工業団体の活動を 通し て地域の振興に尽力

し 、 その功績著明なも のであるこ と 。  

 ⑶ 商工業界の能率向上、 合理化等に尽力し 、 著し く 産業の発展に寄与し たも のである

こ と 。  

 ⑷ 技術の向上、 普及又は人材の育成に尽力し 、 商工業界の振興に貢献し たも のである

こ と 。  

 ⑸ 異業種交流や新分野への進出を 図り 、 新製品の開発、 販路開拓に著し く 功績のある

も のであるこ と 。  
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５  選考過程 

 「 三浦記念賞表彰規程」 に基づく 推薦団体より 候補者の推薦を 受け、 公益財団法人三

浦新七博士記念会理事及び外部有識者で構成する 審査会にて選考基準に基づき 選考を

行い、 理事会で承認。  

 

６  受賞者の概要及び受賞理由 

 氏 名 年齢 住所 主な役職 

１  

玉手 英利 ７ ０  山形県山形市 国立大学法人山形大学学長 

国立大学法人山形大学学長と し て、 地域と 共に大学づく り を 進めるべく 山形大学

将来ビジョ ン『 つなぐ ちから 。 山形大学』 ～共育・ 共創・ 共生による持続可能な幸福

社会の実現～ を 策定し 、 山形大学が長年培っ てき た地域貢献・ 地域連携の実績を

基盤と し ながら 、 地域と の連携をさ ら に前進さ せ、 歴史ある総合大学の持つ様々な

資源で地域・ 世界の多様な人々を時間と 空間を 越えて繋ぐ 場と し て地域社会と 共に

歩む大学づく り を 進めている。 また、 令和４（ ２ ０ ２ ２ ） 年１ ０ 月には産学官金医の

連携で全国屈指の総合型地域連携型プラ ッ ト フ ォ ームである「 やまがた社会共創プ

ラ ッ ト フ ォ ーム」（ やまぷら ） を 設立し 、 県内産業界で活躍し ていく コ ア人材の育成

に尽力するなど、 地域社会の発展に大き く 寄与し ている。  

２  

山口 盛雄 ７ ３  山形県山形市 山形信用金庫理事長 

地域の方々が利用者・ 会員と なり 地域の繁栄を 図る 相互扶助を 目的と し た協同組

織の金融機関である山形信用金庫の理事長と し て、山形信用金庫が掲げる基本理念・

経営理念・ 経営方針に基づき 、 地域に密着し たサービスを 展開し 、 特に、 コ ロナ禍に

より 収益環境が一層厳し さ を 増し 疲弊し た状況のなか、 取引先に寄り 添いさ まざま

な課題に向き 合っ て支援に徹する「 伴走型支援」 を 実践し 、 その再生に大き く 寄与

し た。 また、 地方自治体や全国の信用金庫ネッ ト ワーク と 連携し て山形県の魅力の

Ｐ Ｒ や地域経済の活力創出に向けた企業支援を 行う など、 地域経済全体の発展に大

き く 寄与し た。  

 

問い合わせ先 
公益財団法人三浦新七博士記念会事務局 
（山形市商工観光部 ブランド戦略課ブランディング係内） 
℡０２３－６４１－１２１２ 内４１２ 
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山形市伝統的工芸産業後継者育成対策プロジェ ク ト  

ガバメ ント ク ラ ウド フ ァ ンディ ング（ Ｇ Ｃ Ｆ ） の実施について 

 

 山形市の伝統的工芸産業が直面し ている後継者不足の問題解決へ向け、 技術の承継を 図

る こ と を 目的と し た 各種事業に 取り 組むた め、 ガ バメ ン ト ク ラ ウ ド フ ァ ン ディ ン グ   

（ Ｇ Ｃ Ｆ ） を 実施し ます。  

 

１  プロジェ ク ト 名 

後継者育成が急務と なる伝統的工芸産業の技術を、 未来に残し たい！ 

 

２  公開期間 

令和７ 年１ ０ 月２ ４ 日（ 金） ～ 令和８ 年１ 月２ １ 日（ 水）（ ９ ０ 日間）  

 

３  目標金額 

２ ，３ ０ ０ ，０ ０ ０ 円（ 伝統的工芸産業後継者育成対策事業費２ ，３ ０ ０ 千円に充当）  

 

４  募集形態 

Ａ ｌ ｌ －ｉ ｎ 方式 

  （ 寄附総額が目標金額に到達するか否かに関わら ず、 集まっ た寄附金を受け取れる方式）  

 

５  返礼品目 

ふるさ と チョ イ ス内、 当市Ｇ Ｃ Ｆ ページに掲載し 、 寄附金額に応じ て寄附者より お選  

 びいただき ます。  

 【 掲載予定品】  

  当市ふるさ と 納税返礼品である伝統的工芸品のほか肉、 米、 及びフ ルーツ先行予約等 

  ※山形市に住民登録を さ れている方には、 お礼の品は送付し ません。  

 

６  実施事業（ 寄附金充当予定事業）  

⑴ 伝統的工芸産業後継者育成補助金（ 令和７ 年度予算： ８ ０ ０ 千円）  

   山形市の伝統的工芸産業の事業者が新規雇用など後継者を 育成するための事業を 行

う 場合に、 その事業者に対し 育成経費の一部を 助成し ます。  

⑵ 職人と 学生の交流事業（ 令和７ 年度予算： ５ ０ ０ 千円）  

   山形市の伝統的工芸産業に携わる 職人と も のづく り を 学ぶ学生の交流の機会を 創出

し 、 も のづく り に対する思いや発想に基づいて意見を 交わすこ と や、 連携し て製品を

製作する活動などを通じ 、事業者の技術承継機運を高め後継者育成の推進を図り ます。 

⑶ 新商品開発支援事業費補助金（ 令和７ 年度予算： ５ ０ ０ 千円）【 新規】  

   試作品と し ての新し い伝統的工芸品が生み出さ れていますが、 その後の商品化及び

販売までに繋がっ ていないこ と から 、 商品化及び販売までの支援を 行います。  

 ⑷ 販路開拓等支援事業費補助金（ 令和７ 年度予算： ５ ０ ０ 千円）【 新規】  

    伝統的工芸産業に従事する 事業者が、 新たに展示会への出店などの販路拡大等に取
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り 組む経費に対し て支援を 行います。また、伝統的工芸品に興味を 持つ外国人観光客の

受入環境整備に要する経費に対し て支援を行います。  

 

７  Ｇ Ｃ Ｆ 実績（ 直近２ 年）  

⑴ 令和６ 年度 

ア 目 標 額  ２ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 

イ  期 間  令和６ 年１ ０ 月２ ５ 日（ 金） から １ 月２ ２ 日（ 水） まで 

ウ 合計寄附金額   ２ ， ０ ０ ４ ， ０ ０ ０ 円 

エ 達 成 率  １ ０ ０ ． ２ ％ 

オ 寄 附 件 数  １ ３ ５ 件 

⑵ 令和５ 年度 

  ア 目 標 額  ２ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 

  イ  期 間  令和５ 年１ ０ 月２ ４ 日（ 火） から １ 月２ １ 日（ 日） まで 

ウ 合計寄附金額   ２ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 

  エ 達 成 率  １ ０ ０ ％ 

オ 寄 附 件 数  ６ ７ 件 

 

８  令和６ 年度事業実績 

⑴ 伝統的工芸産業後継者育成補助金 

  ア 交付事業者 

２ 事業者［ 新規１ （ 陶磁器）、 継続１ （ 打刃物）］  

 ⑵ 職人と 学生の交流事業 

  ア 参加者 

職人： ５ 事業者、 学生： ６ 名（ 提案アイ テム： ３ ０ 品）  

 

９  事業情報 

  ふるさ と チョ イ ス内ガバメ ント ク ラ ウド フ ァ ンディ ングページ参照 

ht t ps: //www. f ur usat o-t ax. j p/gcf /4864  

 

問い合わせ先 
商工観光部 ブランド戦略課ブランディング係 
℡０２３－６４１－１２１２ 内４１３ 

※１ ０ 月２ ４ 日( 金) 午前９ 時から 公開予定 

https://www.furusato-tax.jp/gcf/4864
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令和７ 年度( 第５ ２ 回) 山形市伝統的工芸産業技術功労者褒賞について 

 

山形市では、 山形市における 伝統的工芸産業技術の保存及び後継者育成を 図る ため、 長

年にわたり 伝統的工芸産業に従事し 、 技術・ 技法の伝承に尽く さ れ、 業界発展に多大な貢

献を さ れた方々に対し て褒賞を行っ ています。  

こ の褒賞制度は昭和４ ９ 年度から 発足し 、 昨年度までに２ ８ 業種、 ２ ２ ９ 名の方が受賞

さ れています。  

今年度は、 選考委員会における選考の結果、「 山形仏壇」、「 山形鋳物」 の各業界で活躍さ

れている２ 名の方に対し 褒賞を 行う こ と と し 、 １ １ 月２ ８ 日（ 金） に褒賞式を 執り 行いま

す。  

 

１  選考基準 

 ⑴ 技術技法の伝承と 発展に寄与し た者 

⑵ 後継技術者の指導育成に努め、 その功績が顕著な者 

⑶ 経験年数満３ ０ 年以上を 有し 、 かつ年齢が満５ ０ 歳に達し た者 

⑷ 社会の福祉、 環境の整備その他公益事業等に貢献し 、 功績が顕著な者 

 

２  選考方法 

 ⑴ 上記の選考基準に該当する候補者について、 伝統工芸関係団体等が推薦 

 ⑵ 推薦さ れた候補者について有識者で構成さ れた選考委員会を 開催し 、 受賞者を 決定 

 

３  受賞者（ ２ 名）  

山形仏壇 大 槻
おおつき

 信也
し んや

 

【 仏壇のおおつき 】  

山形鋳物（ 美術鋳造）  中野
なかの

 秀 昭
ひであき

 

【 英
はなぶさ

工藝】  

 

 

 

 

仏壇のおおつき の代表を 務め、 長年にわ

たり 山形仏壇の製造に従事さ れており 、 山

形仏壇の普及に貢献さ れています。「 第２ ５

回全国伝統的工芸品仏壇仏具展」 では、 東

北経済産業局長賞を 受賞さ れまし た。 山形

県仏壇商工業協同組合の副理事長を務め、

業界発展のため尽力さ れています。  

英工藝の代表を務め、 卓越し た鋳造技術

を修得さ れまし た。 最上義光歴史館前に設

置さ れた「 最上義光像」 など山形県内を 中

心に数多く のブロンズ像製作に携わり 、 美

術鋳造の魅力を 広く 発信さ れています。 山

形県美術連盟幹事に就任さ れるなど、 美術

教育の普及にも 尽力さ れています。  

令和７年１０月２３日 

市長記者会見資料 
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４  褒賞式 

 ⑴日 時  令和７ 年１ １ 月２ ８ 日（ 金） 午後４ 時３ ０ 分～ 

 ⑵会 場  山形グラ ンド ホテル３ 階「 白鳥」  

 ⑶出席予定者  今年度の受賞者、 推薦者、 山形県知事、 山形商工会議所会頭、 山形市

議会議長、 山形市議会産業文教委員会所属議員、 山形市伝統的工芸産

業技術功労者褒賞選考委員 

 ⑷主 な 内 容  市長による式辞、 賞状の授与、 受賞者の謝辞 など 

問い合わせ先 
商工観光部 ブランド戦略課ブランディング係 
℡０２３－６４１－１２１２ 内４１３ 
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令和７ 年度（ 第５ ４ 回） 山形市技能功労者褒賞について 

 

山形市では、 技能者の社会的、 経済的地位向上を 図り 、 技能尊重の気風を醸成する

ため、 長く 同一の職業に従事し て技能の錬磨及び技術の鍛錬並びに、 後進の育成指導

にあたり 、産業の振興に顕著な功績を 収めている技能者に対し て褒賞を 行っ ています。 

こ の褒賞制度は昭和４ ７ 年度から 発足し 、 昨年度までに１ ， ３ ６ ３ 名の方が受賞さ

れています。  

 今年度は、 選考委員会における選考の結果、 職種団体から 推薦のあっ た１ ６ 名の方

に対し 褒賞を 行う こ と と し 、 １ ０ 月２ ４ 日（ 金） に褒賞式を 執り 行います。  

 

１  受 賞 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回の受賞者の最少年齢は５ ３ 歳、 最高年齢は７ １ 歳 

令和７年１０月２３日 
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Ｎ ｏ 職 種 氏 名 ふ り が な 年 齢
経 験
年 数

1 左 官 熊谷　 俊英 く まがい　 と し ひで 62 40

2 畳 業 結城　 通安 ゆう き 　 みちやす 53 34

3 日本料理調理人 簑口　 愛 みのぐ ち　 あい 58 31

4 石 工 安孫子　 満孝 あびこ 　 みちたか 56 38

5 大 工 結城　 庄吾 ゆう き 　 し ょ う ご 71 52

6 建 築 塗 装 工 柏田　 弘治 かし わだ　 こ う じ 53 34

7 美 容 師 石井　 圭子 いし い　 けいこ 63 42

8 塗 装 工 事 業 斉藤　 正和 さ いと う 　 まさ かず 54 28

9
自 転 車
組立士・ 修理士

髙橋　 厚司 たかはし 　 あつし 67 40

10 さ く 井 工 大滝　 勝 おおたき 　 まさ る 55 33

11 麺 類 山川　 敦司 やまかわ　 あつし 65 47

12 日本料理調理人 伊藤　 哲雄 いと う 　 てつお 53 34

13 理 容 師 中村　 俊之 なかむら 　 と し ゆき 56 38

14 西洋料理調理人 奥山　 伸司 おく やま　 し んじ 55 38

15 電 気 工 事 士 伊藤　 卓也 いと う 　 たく や 53 35

16 電 気 工 事 士 木村　 和博 き むら 　 かずひろ 56 38
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２  褒賞の要件及び選考方法 

以下の基準を満たし た者を褒賞の対象者と し 、職種団体の代表者で構成さ れた  

選考委員会で受賞者を選考し ます。  

 （ １ ） 市内在住で職業に従事し ている者 

 （ ２ ） 優れた技術を持ち、 他の技術者の模範と 認めら れる者 

 （ ３ ） 褒賞の行われる日現在において、 技術者と し て経験年数３ ０ 年以上を有し 、  

満５ ５ 歳以上の者  

※職種団体から の推薦の場合は（ ３ ） の要件を満たさ ない場合でも 同等の経験

をも つも のと みなし ます。  

（ ４ ） 引き続きその職種に従事し 指導的立場にある者 

   

３  褒 賞 式 

（ １ ） 日 時  令和７ 年１ ０ 月２ ４ 日（ 金） 午後４ 時３ ０ 分～ 

（ ２ ） 会 場  山形グラ ンド ホテル２ 階「 サンリ ヴァ 」  

 （ ３ ） 主 催 山形市 

（ ４ ） 参加予定者 

①市  長 

②受賞者 １ ６ 名 

③来 賓 山形商工会議所会頭、市議会議長、市議会産業文教委員長及び   

産業文教委員 

④選考員 １ ２ 名 

⑤受賞者の職種団体等の代表者 １ ５ 名  

（ ５ ） 主 な 内 容 

①褒賞状贈呈 

②市長式辞 

③受賞者代表あいさ つ 

 

 

問い合わせ先 

商工観光部 働きやすさ追求室 

℡０２３－６４１－１２１２  内線４１１ 
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  「 やまがた検定～t he f i nal ～」 の実施について 

 

やまがた検定については、 こ れまで７ 年間にわたり 開催し 、 多く の皆様に受検し ていた

だき まし た。 検定を 通じ て市内外の方々に山形市の魅力を 発見・ 再認識し ていただき 、 山

形市への愛着を 深めていただく こ と ができ たこ と や、今後は過去に出題し た問題を 活用し 、

より 気軽に多く の皆様に楽し んでいただける仕組みを 検討するため、 今回で検定の開催を

終了さ せていただき ます。  

最終回と なる今回は、 過去７ 回分の問題から の出題や市長から の特別問題も あり 、 総集

編と し て楽し んでいただける内容と なっ ており ます。  

ぜひ、 多く の皆様のご参加をお待ちし ており ます。  

 

１  日 時 令和８ 年２ 月１ ４ 日（ 土）  

午後１ 時０ ０ 分（ 正午受付開始） ～午後４ 時３ ０ 分（ 終了予定）  

 

２  会 場 ⑴筆 記 試 験： 山形市役所庁舎内 

       ⑵体験ツアー： 山形市内 

 

３  募集要項 受検内容： ⑴筆記試験 

⑵山形の歴史や文化などの魅力を 体験するツアー 

       受検対象： 資格不要（ 未就学児対象外）  

定  員： ２ ０ ０ 名程度（ 申込多数の場合は抽選）  

検 定 料： １ ， ０ ０ ０ 円 

申込期間： 令和７ 年１ ０ 月２ ３ 日（ 木） ～令和８ 年１ 月１ ６ 日（ 金）  

申込方法： やまがた検定公式ホームページ、 直接申込、 Ｆ Ａ Ｘ  

 

  ⑴筆記試験について 

試験時間 ５ ０ 分 

検定会場 山形市役所１ １ 階 大会議室等 

出題内容 
山形市の歴史、 観光、 産業、 建造物、 人物、 地理、 スポーツ、 食、  

自然、 時事等に関する事項 【 ５ ０ 問】  

出題範囲 

過去７ 回分の問題の中から 出題（ 市長から の特別問題を 除く ）  

※過去問題はやまがた検定公式ホームページにて閲覧可能。 イ ンタ ー

ネッ ト が利用でき ない受検者向けに山形市役所２ 階市民の部屋及

び山形市中央公民館４ 階ワーク スペースに勉強コ ーナーを 設置。  

出題形式 ５ ０ 問/１ ０ ０ 点満点（ 選択式）  

合格基準 
１ 級合格者（ ８ ０ 点～）、 ２ 級合格者（ ７ ０ ～８ ０ 点未満）、  

３ 級合格者（ ６ ０ ～７ ０ 点未満）、 等級なし （ ６ ０ 点未満）  

結果発表 
令和８ 年３ 月に合格者の受検番号をやまがた検定公式ホームページ 

に掲載。 後日、 受検者宛て試験結果を 通知。  

令和７年１０月２３日 

市長記者会見資料 
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⑵体験ツアーについて 

内  容 

筆記試験終了後、 申込時に選択し た体験ツアーに参加。  

体験内容は、 平清水焼体験（ 七右エ門窯）、 こ けし 絵付け体験（ やま 

がたク リ エイ ティ ブシティ センタ ーＱ １ ）、 味噌つく り 体験（ 山形市 

中央公民館）、 やまがた舞子の演舞披露と お座敷遊び体験（ 清風荘）。  

 

４  特 典 ⑴受検者全員にオリ ジナル缶バッ ジ 

       ⑵筆記試験１ ０ ０ 点満点獲得者への景品 

 

５  実施団体 主  催： やまがた検定実行委員会 

（ 山形市、 山形商工会議所、（ 一社） 山形市観光協会）  

後  援： 山形県、 山形市ホテル協会、 山寺観光協会、  

山形市伝統的工芸品振興会、 蔵王温泉観光協会、  

山形麺類食堂協同組合、（ 一社） 山形県旅行業協会、  

山形県酒造組合、 山形県旅館ホテル生活衛生同業組合、  

（ 一社） 山形県ハイ ヤー協会 

事務局： ブラ ンド 戦略課 

 

６  広報について 

  やまがた検定公式ホームページにおいて、 募集開始にあわせて情報発信を 行う ほか、  

市内各所（ 市役所内、 市内教育施設、 商業施設等） においてポスタ ーやチラ シ等の掲載

により 事業の周知と 募集案内を 行います。  

 

問い合わせ先 

商工観光部ブランド戦略課ブランディング係 

TEL：０２３－６４１－１２１２（内線４１３） 

FAX：０２３－６２４－８８９６ 

やまがた検定公式ホームページ 

 



,



,



 

「 ＃推し メ ンやまがた」 デジタ ルスタ ン プラ リ ーの開催について 

 

 

 山形市のラ ーメ ン文化と その多様な魅力を 発信し 、 市内ラ ーメ ン店への周遊促進を 図る

ため、 ラ ーメ ンポータ ルサイ ト 「 ＃推し メ ンやまがた」 掲載店を対象と し たデジタ ルスタ

ンプラ リ ーを 今年度も 開催し ます。  

今回は、 昨年度開催時より 期間を大幅に拡大し 、 市民のみなら ず観光客の参加を促すこ

と で、「 ラ ーメ ンの聖地、 山形市」 のラ ーメ ン文化や山形市の食の魅力を 広く 発信し 、 さ

ら なる観光振興を図り ます。  

 

１  開催期間 

  令和７ 年１ １ 月１ 日（ 土） ～令和８ 年２ 月２ ８ 日（ 土）  １ ２ ０ 日間（ Ｒ ６ ： ３ １ 日間）  

 

２  参加店舗 

  １ ８ ９ 店舗（ 予定）  ※イ ベント 時（ １ １ 月１ 日） のみの特別スポッ ト あり  

 

３  内  容 

 「 ＃推し メ ンやまがた」 掲載店を対象と し たデジタ ルスタ ンプラ リ ー 

  ⑴対象店舗に設置さ れた二次元コ ード を スマート フ ォ ンのカ メ ラ で読み取り 、  

   スタ ンプを取得（ アプリ のイ ンスト ール不要）  

  ⑵集めたスタ ンプ数に応じ て「 山ラ ー」 オリ ジナルグッ ズを プレゼント  

 

４  特別スポッ ト  

 「 ラ ーメ ン県そば王国」 フ ェ スタ i n やまがた出展者のう ち、 市内に店舗を有するラ ー

メ ン店 

 

 「 ラ ーメ ン県そば王国」 フ ェ スタ i n やまがた 

  開催日時： 令和７ 年１ １ 月１ 日（ 土曜日）  午前１ ０ 時～午後４ 時 

  開催場所： やまぎん県民ホール イ ベント 広場（ 山形市双葉町１ 丁目２ -３ ８ ）  

 

５  その他 

 デジタ ルスタ ンプラ リ ー対象店舗、 景品及びその交換方法など詳細については、 ラ ーメ

ンポータ ルサイ ト 「 ＃推し メ ンやまがた」 及び「 ラ ーメ ンの聖地、 山形市」 を 創る協議会

公式イ ンスタ グラ ムにおいて随時発信し ます。  

 

 

 

「ラーメンの聖地、山形市」を創る協議会 公式インスタグラム 

問い合わせ先 
商工観光部 ブランド戦略課ブランディング係 
℡０２３－６４１－１２１２ 内４１２ 

令和７年１０月２３日 
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おやこ より そいチャ ッ ト やまがた 

「 やまがたウィ ン タ ーデー シェ アスマイ ル」 の開催について  
 

山形市は、 こ ども 家庭庁の「 こ ども まんなか社会」 の実現に向けた取組に賛同し 、

令和５ 年１ １ 月７ 日に「 こ ども まんなか応援サポータ ー宣言」 を 行いまし た。  

その取り 組みの一環と し て、 LI NE を 活用し た相談支援システム「 おやこ よ り そい

チャ ッ ト やまがた」 のさ ら なる周知と 普及に向け、「 やまがたウィ ンタ ーデ― シェ ア

スマイ ル」 を 開催し ます。  

イ ベント 当日は、 山形市と 子育てに関する包括連携協定を 締結し 、「 おやこ よ り そ

いチャ ッ ト やまがた」 を 運営する認定Ｎ Ｐ Ｏ 法人フ ローレ ンス様の協力のも と 、 親子

で楽し むこ と ができ るイ ベント を実施し ます。  

 

１  開催日時  令和７ 年１ １ 月２ ２ 日（ 土） 午前１ ０ 時３ ０ 分～午後４ 時 

 

２  開催場所  山形市総合スポーツセンタ ー３ 階大会議室（ 山形市落合町 1 番地）  

 

３  主  催  山形市 

 

４  内  容 

  ( 1)  おやこ より そいチャ ッ ト 紹介ブース 

( 2)  読み聞かせボラ ンティ ア く まさ んの会による読み聞かせ会 

     親子で絵本の読み聞かせを 楽し めるコ ーナー 

  ( 3)  ブロッ ク ワーク ショ ッ プ 

レ ゴ®ブロッ ク を使っ て楽し く 遊んでいただけるコ ーナー 

  ( 4)  ク リ スマスに向けた制作 

     小さ いお子さ んでも 楽し める「 ク リ スマスオーナメ ント 」 制作コ ーナー 

  ( 5)  山形市立図書館による出前図書館 

     秋冬を 題材にし たこ ども 向けの絵本を 配置し 、 閲覧・ 貸し 出し が可能 

  おやこ より そいチャ ッ ト やまがた登録者には、 レ ゴ®ブロ ッ ク や保護者の方向け

のプレゼント を ご用意し ています（ ※数に限り があり ます）  

 

５  対象 

おやこ よ り そいチャ ッ ト やまがたの利用者に限ら ず、 山形市に 在住、 在勤し て

いる子育て世帯の方全員を 対象と し ます。（ 申込不要・ 参加費無料）  
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「 おやこ より そいチャ ッ ト やまがた」

友だち 登録はこ ちら から → 

問い合わせ先 
こども未来部こども家庭センターこども相談係 
℡０２３－６４１－１２１２ 内５７４ 





台南市への訪問団派遣について 

 

山形市では、 平成２ ９ 年１ ２ 月に台南市と 「 山形市と 台南市と の友好交流促進に関

する協定」 を 締結し 、 友好都市と し て、 観光、 経済、 文化、 教育及びスポーツの５ つ

の分野において相互に交流し 、 親交を 深めています。  

こ のたび、 観光分野における両市の更なる交流促進をはじ め、 イ ンバウンド 誘客等

を 推進するため、 以下のと おり 山形市訪問団を派遣し 、 台湾政府及び台南市政府等の

表敬訪問、 意見交換並びに山形市の観光Ｐ Ｒ や現地視察を 実施し ます。  

 

１  派遣期間 令和７ 年１ １ 月１ １ 日（ 火） から １ １ 月１ ５ 日（ 土）  ４ 泊５ 日 

       ※１ １ 月１ １ 日( 火) に、山形市役所正面玄関前にて出発式を 実施予定。 

出発式について詳細が決まり 次第、別途プレスリ リ ースを 行います。 

 

２  派遣場所 台湾（ 台南市ほか）  

 

３  主催 山形市 

 

４  訪問団メ ンバー 

⑴山形市( 市長ほか６ 名)  

⑵山形市議会（ 議長、 議員５ 名、 事務局長）  

⑶山形商工会議所（ 会頭、 議員ほか）  

⑷山形県日華親善協会（ 会長、 会員）  

⑸山形市観光協会、 山寺観光協会、 ㈱Ｄ ＭＣ 蔵王温泉ツーリ ズムコ ミ ッ ティ 、  

おも てなし 山形㈱、 市内商工観光業界関係者 ほか 

計３ ０ 名 

 

５  予定さ れている主な内容 

⑴台湾政府表敬訪問、 台南市政府訪問及び意見交換 

⑵山形商工会議所と 姉妹締結し ている台南市進出口商業同業公會への訪問及び情報 

交換 

⑶台南市旅行商業同業公会及び台南市旅行事業者へのセールスコ ール 

⑷アウト バウンド 送客の増加に向けた観光地視察研修 

 
問い合わせ先 
商工観光部インバウンド推進室 
℡０２３－６４１－１２１２ 内線４２３ 
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